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2025 SL カートミーティング 

石野シリーズ    

         特別規則書（２０２５．３．３０更新） 

本大会は、日本自動車連盟（以下「JAF」という）の公認のもとに国際自動車連盟（FIA）の国際モータースポ

ーツ競技規則および国際カート規則、ならびにそれに準拠した JAF の国内競技規則および JAF 国内カート競技

規則・SL カート規則・本大会特別規則書に従って開催される。 
第 1 章 大会開催に関する事項 
１）競技会の名称 
 2025 SL カートミーティング石野シリーズ 
２）競技種目 
 第 1 種競技車両によるスプリントレース 
３）競技会の格式 
イベントレース格式（キッズ、MZ-Senior、MZ-Challenge 、MZ-カデット、YAMAHA-カデットオープン） 
クローズド格式（YAMAHA-TIA ジュニア、PRD-AVANTI、YAMAHA スーパーSS、YAMAHA-SS） 
４）開催場所及び日程 
① 石野サーキット 

〒470-0329  愛知県豊田市石野町土橋 264 
  TEL（0565）42-1718    FAX（0565）42-1752 

第１戦： 3 月 30 日（日） 
第２戦： 5 月 11 日（日） 
第３戦： 6 月 8 日（日） 
第４戦： 7 月 6 日（日)  
第５戦： 8 月 3 日（日） 
第６戦： 9 月 14 日（日 
第７戦： 11 月 2 日（日） 
第 8 戦： 12 月 7 日（日） 

５）オーガナイザー 
㈱ISHINO 住所等は同上。 
６）大会役員 
公式通知にて示す。 
７）大会事務局 
① 事務局所在地：開催場所と同じ。 
② 当日の事務局所在地：開催場所と同じ。 
８）種目、参加年齢区分と格式 
キッズ（４歳以上）・・・イベントレース（石野オリジナルクラス） 
MZ-Senior（小学 6 年生以上）・・・イベントレース 
MZ-Challenge（小学 4 年生以上）・・・イベントレース（石野オリジナルクラス） 
MZ-カデット（小学 2 年生以上）・・・イベントレース 
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YAMAHA-カデットオープン（小学 2 年生以上）・・・イベントレース 
YAMAHA スーパーSS（30 歳以上）・・・クローズド 
YAMAHA-TIA ジュニア（小学 4 年生～中学 3 年生）・・・クローズド 
PRD-AVANTI（18 歳以上）・・・クローズド 
YAMAHA-SS（小学 6 年生以上）・・・クローズド 
第 2 章 競技会参加に関する事項 
１）エントリーの資格 
・  参加する全選手は、参加資格として制定される石野コースライセンス（MZ のみ）または SL メンバーズ

カード（ＳＬクラスに関しては当該年 SL メンバーズブックも必須）（ＷＥＢ上表示を含む）またはＪＡＦカート

ドライバーライセンス（PRD、MZ のみ）または石野キッズライセンス（キッズのみ）を有し、開催当日の

公式練習の前に車検場にて車両申告書を提出し車両検査を必ず受けなければならない。なお、車両検査には、

受付にて配布される車両申告書を記入・誤りがないか確認の上、車検場にて提出し、使用タイヤマーキング

のみ実施する。 
・ 選手受付にて、配布される計測器はシートステーもしくはシート背面に取付け、ゼッケンは前後左右のゼッ

ケンパネルに確認しやすいように貼りつける。※第 3 章 4）も参照。 
※ ドライバーズブリーフィングは必ず、ドライバーの全員参加が義務付けられる。 
２）エントリーの受付 
開催日の 1 ヶ月前より 1 週間前までに開催場所もしくは大会事務局に所定の用紙に必要事項を記入し、ＦＡＸ送

信、持参しなければならない。また、エントリーフィーと共に選手受付までに持参又は郵送することとする。 
または WEB エントリー専用ページから申し込みください。 
３）エントリーの受付場所及び受付期間 
1. 受付場所 大会事務局と同じ 
2. 受付期間を過ぎてからのエントリーを希望する者は大会事務局へその旨を申し出ること。大会事務局にてエ

ントリー受理の可否を決定する。 
3. 受付期間を過ぎてからのエントリー受付取消しは、エントリーフィーの支払い義務もしくは支払った後は一

切返金されないものとする。 
4. 諸事情により日程・受付場所・受付期間等を変更する場合も御座います。 
４）エントリーフィー（保険料含む）及びメカニック登録 
◆キッズ …￥９，０００円（税込） 
◆MZ-Senior …￥９，０００円（税込） 
◆MZ-Challenge …￥７，０００円（税込） 
◆MZ-カデット …￥９，０００円（税込） 
◆YAMAHA-カデットオープン …￥１２，０００円（税込） 
◆YAMAHA-スーパーSS …￥１２，０００円（税込） 
◆YAMAHA-TIA ジュニア …￥１２，０００円（税込） 
◆PRD-AVANTI …￥１２，０００円（税込） 
◆YAMAHA-SS …￥１２，０００円（税込） 
◆女性ドライバーは前項クラスすべてエントリーフィー 一律￥９，０００-（税込） 

※MZ-Challenge クラスは除く 
〇ピットクルー登録料 1 名（2 名まで登録可）…￥１，０００円（税込） 
※上記参加料金は消費税の変動により変更となる場合が御座います。 
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５）自動計測装置（トランスポンダー）貸出料＋￥１，０００-について 
トランスポンダー貸出について、エントリーフィーに対し貸出料￥1000-（税込）が別途付加される。なお、エ

ントリー用紙にマイラップス製トランスポンダー番号をエントリー時に記入の上、使用の場合は付加されないも

のとする。 
また、主催者より貸し出された自動計測装置を万が一破損、紛失した場合、理由の如何に関わらず 1 個につき

¥50,000 円(税別)が主催者より請求される。 
６）参加規定・参加資格の補足 
各クラス別（車両規定書参照）に設けられたライセンス以上所持者・当該年齢規定を満たしていれば参加資格を

有する。なお、MZ-Challenge クラスについてはレース経験が浅い方も参加し易いクラスとなります。 
第 3 章 エンジン及びカートに関する事項 
1）参加車両 
（1）2025 年 JAF カート競技車両規定、2025SL カートミーティング車両規定、本特別規則書の車両規定に準拠

しているもの。 
2）車両最低重量規定 
各クラス走行後、全車両を車検場にて計量する。公式練習を除く計量測定の際にこの車両規則書に設けられた最

低重量を満たしていなければならない。 
キッズ --- 最低重量 76kg 以上 
MZ-Senior --- 最低重量 150kg 以上 
MZ-Challenge --- 最低重量 145kg 以上 
MZ-カデット--- 最低重量 110kg 以上 
YAMAHA-カデットオープン---最低重量 110kg 以上 
YAMAHA-TIA ジュニア---最低重量 130kg 以上 
PRD-AVANTI---最低重量 155kg 以上 
YAMAHA-スーパーSS---最低重量 150kg 以上 
YAMAHA-SS---最低重量 145kg 以上 
3）フレーム及びエンジン・タイヤの登録 
車両申告書に登録されたもののみとする。 
４）ゼッケンナンバー 
各車両にゼッケンナンバーの装着を義務付ける。ゼッケンナンバー（文字幅 2cm 以上のもので番号として確認

できるもの）・プレート下地を登録（エントリー時に認められた 2 桁までの数字ただし、MZ-Senior クラスは 1
～50 MZ-Challenge クラスは 51～99）・装着した上で参加するものとする。（前後左右４箇所） 
※指定ゼッケンナンバーを装着した状態で当日車検を受けること。 
指定ゼッケン色 
・黄色ベース黒文字 
 
 
 
 
５）レーシングスーツとフルフェイスヘルメット 
公認実績のあるカート用レーシングスーツの着用。なお、ヘルメットなど保護の役割を果たさないと判断した場

合や著しく損傷しているものは参加使用不可とする場合がある。 

 

１ 
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６）ネックガード及びリブプロテクター 
小学生以下及びカデットオープン・TIA ジュニアクラスのドライバーはネックガードとリブプロテクターの装着

を義務付けとする。 
７）CIK 公認ジュニア用ヘルメットの装着について 
15 歳未満のドライバーに対し CIK 公認ジュニア用ヘルメットの装着を推奨する。 
８）クラッチサポート 
YAMAHA 製乾式クラッチはクラッチドラムが外れないようなクラッチサポートを必備とする。 
９）リアプロテクションの装着について 
Y-CO、Y-TIA ジュニアクラスについてはメーカー純正品のリアプロテクションを必備とする。なお、それ以外

のクラスは一般市販品またはメーカー純正品のリアプロテクションの装着を必備とする。（公認部品の改造・加

工等一切禁止） 
10）外装品・タイヤ位置規定について 
JAF 国内カート車両規則「ボディワーク」に拠る。ただし TIA Jr・MZ シニア・チャレンジのクラスに限り、ウ

ェットタイヤ装着時を除き、前輪はフロントフェアリングの外側より 1mm 以上、後輪はサイドボックスより

1mm 以上外に出ていること。 
11）安全ガード・補強装備装着について 
ブレーキローター、チェーン、スプロケットを防護するための安全ガード装備品は一般市販品であれば使用可と

する。なお、フレームガード等の装着についても一般市販品のみ使用が認められます。TIA シャシー使用クラス

についてはメーカー純正品のみとなります。 
また、補強装備などについてはチャンバーステーの変更は一般市販の範囲で認められます。リアプロテクション

よりもチャンバー先端のはみ出しやベアリング部全体から延長ステーを出すことは認められません。また、リア

バンパー補強の場合も一般市販品限定とします。（公認部品の改造・加工等一切禁止） 
12）MZ エンジン使用クラス エアークリーナーについて 
雨天時の対策での穴あけ加工は認められます。但し、ボルトなどで穴は常時塞ぐこととする。 
エアークリーナー外れはペナルティ対象となります。 
13）YAMAHA-TIA ジュニア ハブストッパーについて 
ズレ防止のハブストッパーの使用は左右各 1 個のみ認められます。 
14）MZ シニアクラスウエイトについて 
MZ シニアクラスで上位 3 位までのドライバーには次戦以降ウエイトハンデで 1 位 3kg、2 位 2kg、3 位 1kg の

ウエイトがプラスとなります。最大ウエイト重量は 6kg までとし 4 位以下になった場合ウエイトハンデはリセッ

トになります。最終戦は全ドライバ―ウエイトハンデがリセットになります。 
15）MZ チャレンジクラスタイヤについて 
MZ チャレンジクラスは新品タイヤ禁止。 
16）MZ クラスキャブ調整について 
ジェット変更（YAMAHA 純正のみ）、フロート油面調整、アクセル開度調整の各調整を許可します。 
17）フロントフェアリングについて 
従来のフロントフェアリングの使用を認める。 
18）ブレーキ冷却装置について 
素材についてはカーボンの使用を禁止とする。 
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19）バッテリー搭載について 
Lipo バッテリー搭載は鉄製のケースに入れ振動やショックでケース外に飛び出されないように固定する。 
タイラップなどの固定方法は不可とする。 
推奨：バッテリーケースはしっかりフレーム、またはシートに固定。★変更点 
20）バッテリー脱落について★変更点 
バッテリーの脱落が原因で赤旗が出された場合、原因を作ったドライバーはペナルティとして、最後尾スタート

とする。 
※決勝 60％以下の場合のみ 
21）MZ クラス バルブクリアランスについて 

エンジンのヘッド部分に搭載されている吸気、排気バルブと各ロッカーアーム間の 
クリアランス値は以下の通り指定される。 
吸気側：0.1～0.25 
排気側：0.1～0.25 
また、この値はエンジンを完全に常温に戻した時の値である。 
※点火時期の変更は禁止。 
22）MZ クラス オイル・クラッチについて 

エンジンオイルは一般市販品で独自ブレンドや添加剤をいれる事を禁止 
クラッチは純正品を使い、加工は禁止 
23）MZ チャレンジ ギヤ比について 

ギヤ比をフロント 20T リア 75Ｔ又はフロント 18Ｔリア 68Ｔのどちらか固定とする。 
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2025 年 クラス別 車両規定 

 
 
 
 
 

 キッズ  PRD-AVANTI MZ-Senior・MZ-Challenge 

エンジン GXH-50 
PRD RK125A 
AVANTI-19 

日本国内仕様 
MZ200RK 

MZ200RKC 

エンジン 

改造 
切削付加等一切の変更、改造及び

純正部品以外への交換は禁止 

切削付加等一切の変更、改造及び純

正部品以外への交換は禁止 

※スキッシュエリアの数値規定有 

切削付加等一切の変更、改造及び純

正部品以外への交換は禁止 

※ドライブスプロケ 

鉄製のみ使用可能サイズ自由 

キャブ 

レター 
一切の変更、改造および純正部品

以外への交換禁止 

TILLOTSON 
HL360A 
HW-30A 

純正のみ改造禁止 

一切の変更、改造および純正部品

以外への交換禁止 

シャシー 一般市販 

ドライ 
タイヤ 

DL-SLJ 
サイズ 

フロント 10-3.60-5 
リヤ   11-5.00-5 

DURO 
HF242V 

DL 
SL-98★変更点 

レイン 
タイヤ 

DL-W2 
サイズ 

フロント 10-4.50-5 
リヤ   11-6.50-5 

DL 
SL-W2 

DL 
SL-98★変更点 

最低重量 76kg 155kg 
Senior 150kg 

Challenge 145kg 
年齢 

（当該年度） 
4 歳以上 18 歳以上 

Senior 小学 6 年生以上 
Challenge 小学 4 年生以上 

http://www.crgjapan.com/web/products/images/avanti_reg.pdf
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第 4 章 競技に関する事項 
１）ブリーフィング 
参加全ドライバーは、ブリーフィングには必ず出席しなければならない。ブリーフィングに出席しなかったドラ

イバーへの出走は認めない。 
２）公式練習 
① 参加する全てのドライバーはこの公式練習には参加しなければいけない。但し、ピットアウトしスタートラ

インを通過する前に本コース上で停止した場合も公式練習に参加したものと認める。 
② 各クラスの参加台数が 29 台以上の場合は、２グループ以上に分けて行う。グループ分けは、主催者により決

定し、ドライバーズミーティング終了時までに公式通知にて発表され、これに基づいたグループで走行を行

う。 
３）公式予選方式 
① 全てのクラスにおいて参加ドライバーは、公式予選に参加しなければならない。公式予選に参加しない場合

には、予選ヒート最後尾スタートとなる。複数台の車両がある場合はゼッケン順に配列される。 
② 各クラスの参加台数が 29 台以上の場合は、２グループ以上に分けて行う。グループ分けは、主催者により決

定し、ドライバーズミーティング終了時までに公式通知にて発表され、これに基づいたグループで走行を行

う。 
③ 公式予選の計測時間については公式通知にて公示する。 
④ ドライバーは、公式予選として設定された時間内であれば任意に出走し、時間内であれ 

ば途中で停止した場合も再トライすることができる。但しピットインした時点で計測終了となる。 
⑤ 公式予選の計測は、コースイン後にスタートラインを通過したカートに対して全てのラップを計測し、ベス

トラップのタイムを採用する。 
⑥ ⑤で記録したベストタイムが同タイムの場合は、当該ドライバーが記録したセカンドラップを採用する。更

に同タイムとなった場合もこれに準ずる。 
⑦ ノータイムが複数台の場合はゼッケン順とする。 

(スーパーラップ時は公式予選結果の⑤、⑥、⑦の内容を反映し、これに順ずる。) 
⑧ 各クラス（Y-SS,Y-SSS,TIAjr,Y-CADET,MZSenior）エントリー台数が１０台以上の場合は上位５台のスーパ

ーラップを行う。 
４）レースの方法 
① 各クラスの参加台数が 29 台以上の場合は敗者復活戦を行う。また、この場合は公式通知にて公示される。 
② 参加台数が 3 台未満のクラスについては開催クラスとしては不成立となる。但し、レースは混走により行わ

れていく場合がある。 
５）予選ヒート 
① 予選ヒートのグリッドは公式予選の結果により決定する。 

② 主催者が決定する１ヒートのグリッド数を越える出場台数があった場合は予選を２グループに分けて予選ヒ

ートとセカンドチャンスヒートを行う。 

③ ②で２グループに予選ヒートが分かれている場合、予選ヒートの結果により両グループより上位１１台ずつ

(２２台)の出場者を決勝ヒートへ選出し残り６台はセカンドチャンスヒートにより選出する。 

④ セカンドチャンスヒートのグリッドは、予選ヒート１位のレースタイムが速いグループを奇数グリッドとし、

各列予選ヒートの着順とする。 

⑤ セカンドチャンスヒート実施の場合の周回数は６周とする。 
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６）決勝ヒート 
① 予選ヒートもしくはセカンドチャンスヒートを通過したドライバーのみで行う。 

② 予選ヒートが２グループに分けられた場合（セカンドチャンスヒート実施された場合）の決勝ヒートのグリ

ッドは、予選ヒート１位のレースタイムが速いグループを奇数グリッドとし、各列予選ヒートの着順とする。 

＊走行タイムスケジュール＊ 

 
カデット 

オープン 
TIA Jr. SS SSS PRD-AVANTI 

MZ-Senior 
MZ-Challenge 

※混走 
MZ-カデット キッズ 

公式練習 ７分間 ７分間 ７分間 ７分間 ７分間 ７分間 ７分間 ７分間 

公式予選 ５分間 ５分間 ５分間 ５分間 ５分間 ５分間 ５分間 ５分間 

スーパーラップ 1周 TT 1周 TT 1周 TT 1周 TT --- 
1周 TT  

※MZ-Seniorのみ 
--- --- 

予選ヒート １０周 １０周 １０周 １０周 １０周 １０周 １０周 ５周 

決勝ヒート １３周 １５周 １５周 １５周 １５周 １３周 １３周 ８周 

★変更点 ↑上記表3列目 

※進行上、当日までに変更が生じる場合が御座います。 

７）ローリング及びスタートについて 
① スタートは２列隊列のローリング・スタートとします。（クラスによってはスタンディングスタートの場合も

ある） 

② ローリングに遅れた者は手を上げて、他のドライバーにアピールし、すみやかに自分のスタートポジション

に戻ることができます。ただし、１３コーナー手前レッドライン区間より追い越し、割り込みが禁止されま

す。これに違反した者はペナルティが課せられます。また、戻る途中でスタートされてもこれに対する抗議

は受け付けられません。 

③ フォーメーションラップ中に隊列のペースを乱す者があった場合は、⽩/⿊旗が⽰される。またペナルティが

課される 場合がある。フロントローでそれが繰り返された場合は最後尾に繰り下げられる場合があります。 

④ ローリング中のドライバーは低速走行し、円滑な隊列を守りながらスタートラインへ向かいます。ポールポ

ジションとセカンドポジションのドライバーは、低速を保ち、隊列を整える義務を守りながらホームストレ

ート内側に引かれた誘導白線（レーン）をスタートが切られるまでの間は踏まないようスタートして下さい。 

⑤ スタート時、先頭のカートが１周するまでに、コントロールラインを超えられないカートはそのヒートに出

走することはできません。また、隊列がスタートを切った後は、ピットエリアにいる車両のコースインは認

められません。 

⑥ フォーメーションラップ中に隊列から大きく遅れ、白地に赤バッテンのボードにより指示された者、および

フォーメーションラップ中にピットインした者と周回遅れの者は、隊列の最後尾に着かなければなりません。 

⑦ 各ヒートスタート時のローリング中は車輌を蛇行してのタイヤヒーティング行為を禁止します。 
⑧ ポールポジションの選手はイエローラインから加速をしなければならない。 ※追加箇所 
８）危険回避の義務 
① 全てのドライバーは、危険回避義務があることを十分に理解しなければならない。 
② オフィシャルがドライバー自身によって、再スタートならびに車両移動ができないと判断された場合、オフ

ィシャルの手によって安全な場所に車両を移動する場合がある。 
③ 押し掛け補助輪の使用は禁止とする。また、Y-CO、Y-TIA ジュニアクラスにおいては公式練習、公式予選及
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びレース中にスピン等で車両が停止した場合は他を妨害することなく、後続車両通過後、またはコース委員

の指示があり、自力で再発進できる場合のみレースに復帰できるものとする。但し、カートから降車するこ

と、及び自力でカートを押してエンジンを始動することは認められない。復帰するための最小限の方向転換

は認められる。なお、バッテリーKIT、セルモーターを有さない SL クラッチ車両についても上記内容が該

当するものとする。 
④ クラッチつきの車両について、リアタイヤが地面に設置した状態（リアタイヤが常に地面に接触した状態）

でのみエンジン始動・作動が認められる。（ダミーのみ） 
⑤ スタンド上でのエンジン始動禁止、エンジン交換を行った場合のみ車検長に申し出てオフィシャルの立ち合

いの上指定エリアでのみエンジン始動を認められる。 
９）その他競技に関する一般事項 
① 変更事項の生じた場合は公式文書にて通知する。 
② 競技中、車両にテレメトリー機器（データを更新する装置 例：ｶﾒﾗ）の搭載を禁止とする。技術委員に承認

されたデータロガー（データ蓄積装置）及びタコメーターの使用は可能とする。但し、データロガー用のト

ランスミッター（発信機）の設置場所コース外とし、主催者によって承認された場所のみとする。 
③ テレコミュニケーション（遠隔通話発信機）の使用は禁止する。これらの事項に対する抗議は一切受け付け

ない。 
④ フロントフェアリングの装着に対し脱落式ブラケットの使用は認める。 
⑤ 競技中など天災・不可抗力などによる施設内の設備停止・停電などの場合は、一時レース中断又は延期・中

止となる場合がある。また、この場合主催者に対し異議申し立てすることは一切できない。 
⑥ 競技開催当日の競技進行中（公式練習開始～決勝ヒート終了）のウエイティンググリッドならびにパルクフ

ェルメ、そして本コース内での補助または進入時は主催者が定めたクレデンシャルを有した者のみ許可する。

また、その際はコースオフィシャル・役員が許可した時点での入場が認められる。 
※下記看板先への入場時はパス必要。液体ケミカル・飲食物などは持込禁止。 

 
⑦ 赤旗によるレース中断時の本コース上での競技車両への変更は競技長の指示でプラグ交換のみ認めるものと

する。また、それ以外の交換・修復等はピットエリアにて行うものとする。 
また、赤旗レース中断時点で当該ヒート周回数の 60％以上を消化の場合はヒート終了となる。 

⑧ ピットインする場合はピットロードを必ず徐行しなければならない。また、ピットインした場合はいかなる

理由であっても必ずピットストップし、エンジンを停止しなければならない。再スタートはその後認められ

る。 
⑨ 各ヒート中のピット作業はピットエリア内のみ認められるが、設置されているパドックとピットエリア仕切

りバリケードを越えての車両出し入れや人の行き来は認めない。 
※公式練習に限り、工具やパーツ等の受け渡しは認めます。 
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⑩ 場内指定喫煙場所以外での喫煙が発覚した場合、火災発生の恐れがある為、直ちに退場して頂きます。 
※電子タバコ含む 
 

 
第５章 広告に関する事項 
１）競技と広告について 
① ナンバープレートに広告を表示することは認めない。 
② 広告については車両検査までに取り付けるものとする。 
③ 主催者は次のものに対し抹消する権限を有しかつドライバーはこれを否定することはできない。 

１）公序良俗に反するもの 
２）政治、宗教に関連したもの 
３）本大会と関係するスポンサーと競合するもの 

２）主催者の権限 
① 参加受付に際して、その理由を示すことなくエントラント・ドライバー・メカニックを選択あるいは否定す

ることができる。 
② 大会スポンサーの広告を参加車両に貼り付けさせることができる。 
③ すべての参加者、ドライバー、ピット要員の肖像権及び、その参加車両の音声、写真、映像など報道、放送、

出版に関する権限を有し、この権利を第 3 者が使用することを許可することができる。 
④ 主催者により各ルール・マナー（パドック内での喫煙含む）・義務違反に対して厳正に対処することがある。

また、車両規定違反等に関しては過去も含め自己認識（メカニック・エントラント含む）の上、行われてい

た事実が発覚した場合には、それをさかのぼって各賞金等の返還を要求することがある。 
第 6 章 抗議に関する事項 
① 競技に関する抗議は当該ヒートの暫定結果発表後３０分以内。または車両に関する抗議は自己のカート車検

終了後直ちに書面に加え抗議料 21,200 円（税込）を添えて、競技長を経て審査委員会に提出しなければなら

ない。 
② すべての各選手・メカニック・エントラントは上記の内容にて抗議が受付される。なお、いかなる場合にお

いても個々のオフィシャルに対しての直談判又はオフィシャル・競技役員に対しての不服による暴言・暴力

行為は認められず、もし、その暴言・暴力行為が確認された場合は即失格・退場処分とすることがある。 
第 7 章 成績および賞典に関する事項 
１）成績決定及び賞典 
① 決勝ヒートの順位によって決定する。 
② 正賞・副賞ともに各クラス１～３位（参加台数により変更する場合がある。） 
③ シリーズ 
  １）すべてのクラスにおいて年間シリーズポイントが与えられる。 
  ２）シリーズは全 8 戦中 7 戦のポイント有効とし、6 戦以上でシリーズ成立とする。 
  ３）SL 全国大会対象クラスは Y-CO、Y-SSS、Y-TIA ジュニア、Y-SS とする。 
④ シリーズポイント 
本大会にてドライバーに与えられる得点は、次の得点基準を適用する。 

４）各シリーズ対象クラスに有効ポイントが与えられる。 
５）全クラス、レース成立は３台以上となります。また、参加台数が 3 台未満の場合は各ヒート共に 50％

の得点が与えられる。 
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６）ポイントは決勝ヒート完走者のみに与えられ、不完走者、失格者および不出場者には与えられないもの

とする。 
７）最終戦（第 8 戦 12 月 7 日）のシリーズポイントについては通常ポイントの１．５倍で加算される。ポ

イントは十分の一の位まで有効ポイントとする。 
（全シリーズ対象クラス該当） 
〇得点表 

順位 得点 順位 得点 
1 20Ｐ 6 6Ｐ 
2 15Ｐ 7 4Ｐ 
3 12Ｐ 8 3Ｐ 
4 10Ｐ 9 2Ｐ 
5 8P 10 1P 

 
⑤ シリーズ賞典 
（１） シリーズランキングの上位３位までに正賞が与えられ、キッズ、MZ シニア、MZ チャレンジを除く各シ

リーズランキング最上位者には石野賞典として各シリーズ賞金が授与される。 
（２） シリーズ終了後、同ポイントの場合は以下の判定基準で判定するものとする。 

１）上位入賞回数の多い者を上位とします。 
２）１）でも決定できない場合は最終戦の順位で決定するものとする。 
３）２）でも決定できない場合はポイント取得の早い順で決定するものとする。 

第 8 章 損害補償 
１）損害補償の責任について 
主催者および大会役員の業務遂行により起きたドライバー、ピット要員の死亡、負傷および車両の損害に対して

主催、後援、協力、協賛するものおよび大会役員は一切の補償責任を負わないものとする。 
２）ＳＬスポーツ安全保険加入義務 
ＳＬカートミーティングに出場する全ドライバーはＳＬスポーツ安全保険に加入しての参加が義務付けられま

す。（ＷＥＢ上表示を含む） 
ＳＬスポーツ安全保険(財)＜スポーツ安全協会が契約者となる、東京海上火災保険㈱を幹事会社とする損害保険

会社 10 社との間に傷害保険を一括契約する＞ 
※ 開催前日/当日の選手受付にてライセンスカードと併せて提示が必要となります。 

 
SL スポーツ安全保険 加入料金 有効期間：4 月 1 日～翌年 3 月 31 日まで 
 ・SL ライセンス所持者           ※加入日関係なく、上記期間となります。 

65 歳以上       → ￥２，６５０- 
高校生以上 64 歳以下  → ￥３，３００- 

     中学生以下       → ￥２，２５０- 
 
 ・SL ライセンス以外のみ所持者 
     65 歳以上        → ￥４，１５０- 
     高校生以上 64 歳以下   → ￥４，８００- 
     中学生以下        → ￥３，７５０- 
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〇上記の加入受付は各サーキット・ショップにて随時受付中です。 
※カード発行手数料￥550-込みの料金となります。 
※上記加入料金は予告なく変動する場合が御座います。予めご了承下さい。 


